
学校いじめ防止基木方針
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は じめ に

いじめは、 いじめを受 けた児童の教育を受ける権利を著 しく侵 害 し、 その心

身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響 を与 えるのみならず、 その生命又

は身体に重大な危険を生 じさせ るおそれのあるものです。

いじめは、 どの学級にも、 どの児童にも起 こり得 るものであり、学 校 ・家 庭 ・

地域社会がい じめに関す る認 識を共有 し、 それぞれの役割を認識 し、 いじめ問

題の克服に努 めていかなければなりませ ん。

そこで、 本校では、 みよし市いじめ防止基本方針 に基づき、 いじめの防止等

(いじめの防止、いじめの早期発見及びいじめへの対処をい う。以 下同じ。)の.

ための対策を総合的かつ効果的に推進するため、 「学校いじめ防止基本方針」を

策定 します。

この基本方針 を基 に、子どもの健全育成及びいじめの防止等にいっそ う努 め

てまい ります。
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第1 いじめの防止等jこ関する基本的な考え方

全ての児童が安心して学校生活を送 り、 さまざまな教育活動の中で自らの

力を伸ばしていくためには、いじめの防止等の対策に取り組 むとともに、いじ

めを生み出さない学校の風土をつくることが大切です。

また、全ての児童がいじめを行わず、い じめを認識しながら放置することが

ないよう、い じめの防止等の対策は、いじめが、い じめられた児童の心身に深

刻な影響を及ぼす許されない行為であることについて、児童が十分に理解で

きるようにすることを旨として行わなければなりません。

いじめの防止等の対策は、いじめを受けた児童の生命・心身を保護すること

が特に重要です。本 校では、市教育委員会の指導のもと、家 庭、地域その他関

係機関と連携して、 「いじめをしない させない、見逃さない」ための取組を

積極的に展開し、児童に集団の一員としての自覚や自信、互いを認め合える人

間関係を育むことができるよう努 めてまいります。

第 2 いじめ の 定 義

いじめ防止対策推進法 (平成25年法律第71号 以下 「法」とい う)第2

条第1項では、 「いじめ」 とは、

児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童

等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与

える行為 (インターネットを通じて行われるものを含む。)であって、当該

行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているもの

とされています。

個々の行為が 「いじめ」に当たるか否かの判断は、表面的・形式的にするこ

となく、いじめられた児童の立揚に立っことが必要です。この際、いじめには、

多様な態様があることを鑑み、法の対象となるい じめに該当するか否かを判

断するに当たり、 「心身の苦痛を感 じているもの」 との要件が、限定して解釈

されることがないよう努 めます。

いじめの認知については、特定の教職員のみによることなく、学校いじめ対

策組織 「校内いじめ対策委員会」等を活用し、組織的に判断します。

いじめのうち、犯罪行為として扱われるべきと認 められ、警察の専門的な知

識や技能が必要と判断され るものや、児童の生命、身体又は財産に重大な被害

が生じるおそれがあるものは、教育的な配慮や被害者の意向を配慮した上で、

早期に警察に相談し、連携して対応します。
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第3 関係者の責務

1 いじめの防止

・本校は、全 ての児童が教職員や友人 との間に信頼関係を育むことを通 して、

「いじめをしない、させ ない、見逃 さない」学校・学級づく りに努めます。

・本校は、道 徳教育や体験活動等の充実を図 り、児 童の人間関係をつ くる力を

育てるとともに、コミュニケーション能力の向上に取 り組 むことに より、い

じめの防止に努 めます 。

・保護者は、子 どもの教育において第一義的責任を有するものであり、子 ども

がい じめを行 うこ との ないよう、 自他 の生命を尊重する心や他を思いや る

心を育て、 規範意識を身につけさせ ること等 に努めるもの とします。

・地 域社会には、 学校、家庭 と連 携 し、社会全体で子 どもたちを見守 り、 育

てていく役 割が期待 され ます。 そのため、 地域、家庭、学校が協働 して、

子どもたちのさまざまな体験活動や人 とか かわり合 う活 動を支援 してい く

ことが必要です。

2 いじめの早期発見

・本校では、い じめの認知や早期発見について教職員の共通理解を図るた め、

いじめの防止等に係 る研修の充実を図 ります。

・本校は、教 育相談体制を充実 し、児童が相談 しやすい環境を整 えるよう努 め

ます。

・保 護者には、 子どもがい じめを受けた場合やいじめにかかわっていると気

づいた場合は、 子どもをい じめか ら守 るた めのあるいは子 どもにい じめを

させ ないための適切な措置を、学校、関係機関等 と連 携 して行 うよ う働 きか

けます。

3 いじめへの対処

・本校は、い じめを認知した場合やその疑いがある場 合は、特 定の教職員で問

題を抱え込むことがないよう、 迅速かっ組織的に対応 します。

・保護者には、学 校及び教育委員会が講ずる措置等に対 して、必 要な協力を行

うことを求めます。

第4 学校としての取組

1  「学校いじめ防止基本方針」 の策定 ・見 直 し

・本校は、国の基本方針や市の 「みよし市いじめ防止基本方針」に基づき、本

「学校いじめ防止基本方針」 を策定 します。

・本校の実情に即 して機能 しているか どうか についての点検を行い、見直 しを

図ります。 (PDCAサイクル の実行)
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・アンケー ト、い じめの通報 、情 報共有、適 切な対処等のあ り方 について、「み

よし市 い じめ問題 対応マニ ュアル」 を活用 し、 「早期発見 ・事 案対処」 策等

を徹 底す るた め、 同マニ ュアル にあるチ ェック リス トを全 教職員で実施す

るな ど、 具体 的な取組 を計画的に実施できるよ う運 用します 。

・「学校 い じめ防止基本方針」 は、本校のホー ムペ ージへの掲載その他 の方 法

により、 保護者や地域住民がその内容 を容 易に確 認 できるよ うな 措 置 を講

じるとともに 、その内容 を、必ず入学時 ・各 年度の開始 時に児童 、保護者等

に説 明 します 。

・「学校 い じめ防止基本方針」 に基 づ く取 組 の実施状況 を学校評価 の評価項 目

に位 置づ け、 評価結 果 を踏 まえ て学校 にお けるい じめの防止等 のた めの取

組の改 善 を図 りま す 。

2 いじめ対策組織の設置

本校 は、い じめの防止、い じめの早期発見及びい じめへ の対処等 に関す る措

置を組 織 的かつ実効的 に行 うた めの中核 とな る常設 のい じめ対 策組 織 として、

「校 内い じめ対 策委員会」を設 置 します 。必 要に応 じて、心理や福祉 の専 門家

や警察関係者 等 を組織 の一員 として加 えます 。

【天王小学校区い じめ対策組織】

:1校区情報交換会1 PTA役員、民生児童委員

主任児童委員、青 少年補導員 等

校長  教頭

総括事務長
教務主任
校務主任
学年主任
生徒指導主任

天王小職員

※必要に応じて校 内い じめ対策委員会

生徒指導主任

保健主事

/I L＿ 1

に加える関係者

市教委指導主事・市 SSW ・

市相談員 (臨床心理士)、S C,

子どもの相談員、交通指導員、

スクールガードリーダー

警察関係者 等
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具体的な役割は、次のとお りで す。

【いじめの防止】

・い じめの防止のため、い じめが起きに くい ・い じめを許 さない環境づく りを

行う役 割

【早期発見 ・事 案対処】

・い じめの早期発見のため、い じめの相談・通報を受け付ける窓 口としての役

割

・いじめの疑いに関す る情報や児童の問題行動などに係 る情報の収集 と記 録、

共有を行 う役 割

・いじめに係 る情報があった時には、緊急会議を開催 するな ど、情報の迅速な

共有、及 び関係児童に対す るアンケー ト調査、聴 き取 り調 査等により事 実関

係の把握 とい じめであるか否かの判断 (いじめの認知) を行 う役 割

・いじめの被害児童に対する支援・加害児童に対する指導体制・対応方針の決

定と保 護者 との連携 とい った対応を組織的に実施す る役割

【「学校いじめ防止基本方針」 に基づ く各 種取組】

・「学校いじめ防止基本方針」に基づ く取 組の実施や具体的な年間計画の作成・

実行 ・検 証 ・修 正を行 う役 割

・いじめの防止等に係 る校 内研修を企画 し、計画的に実施する役割

・地域住民を交えた教育懇談会等を活用し、学校の実情に即 して機能 している

かどうか についての点検 ・見 直 しを行 う役 割 (PDCAサイクル の実行)

【PDCAサ イクル (点検 ・見 直 し) の計画】

学校 いじめ防止基本方針の作成

(3～ 4月 職員会、校 内いじめ対策委員会)

O改善 した 日常的な指導 ・見 守 り・対 応

の継続 (学校)

○学校い じめ防止基本方針の見直 し

(学校評議 員会及び教育懇談会を開催す

るごとに実施)

○教職員、 保護者 ・地 域への周知

(4月 職員会議 、校 内い じめ対策委員会

PTA総 会、 学級懇談会、

HP, 天王小だより等 )

○日常 的な指導 ・見 守 り・対 応 (学校)

※校内いじめ対策

委員会、子ども

を語る会を通じ

て、 絶えず取組

を見直し、改善、

実行していく。

○実態把握・情報共有          C
児童アンケー ト (年3回 )、教育相談 (年 2回

+α)、学 校評価アンケー ト (年1回 )、

子どもを語 る会 (年11回 )

○学校の取組状況への評価

校内 :いじめ対策委員会 (定例)

校外 :学校評議員会 (6月、 2月)

教育懇談会 ・情 報交換会 (6月、 2月)
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3 学校におけるい じめの防止等に関する措置

【いじめの防止】

・全ての教育活動を通 して、 児童が、 心の通 じ合 うコミュニケーシ ョン 能力

を育み、規律正しい態度で授業や行事に主体的に参加 ・活 躍できるような

授業づく りや集団づ く りに努めます。

・全児童を対象に、 いじめに向かわせないための未然防止の取組 として、 児

童が自主 的にいじめの問題 について考 え、議論すること等 のいじめの防止

に資する活動に取 り組 みます。 また、傍観者 とな らず、教職員への報告を

はじめとす るい じめを止めさせ るための行動をとる重要性を理解させ るよ

う努 めます。 (全校一斉道徳授業、 人権集会等の実施)

【早期発見】

・ささいな兆候であってもい じめではないかとの疑いを持って、早い段階から

かかわりを もち、い じめを隠 した り軽 視 したりす ることな く、い じめを積極

的に認知 します。 (いじめ問題対応マニュアル を活用した教員研修の実施)

・児童や保護者が相談する窓 口を担任に限 らず 、できるだけ多 くの 職員で受け

止められ るよう、 教職員と児 童、保護者 との人間関係づ く りに努めます。

・毎月行 う 「子 どもを語 る会」、年3回 のアンケー ト調 査 とそれに伴 う教 育相

談の実施等により、児童がいじめを訴 えやすい体制を整 え (子 どもの相談員、

スクールカウンセラーの配置)、いじめの実態把握に努めます。 また、児童

が記述したアンケー ト用紙 は、複数の教職員で記述内容 を確認 します。

・保護者や児童が、困 った ときにす ぐ学校外の相談機関に相談できるよう、情

報提供に努めます。

【いじめに対する措置】

・教職員がい じめを発見 し、又 は相談 を受けた場合には、速やかに、校 内い じ

め対策委員会に対 し、当該 いじめに係 る情報を報告 し、学 校の組織的な対応

につなげます。

・校内い じめ対策委員会において情報共有を行 った後 は、事実関係 の確認の

上、組織的に対応方針を決定 し、被害児童 を徹底 して守 り通 します。

・い じめに関す る情報については、次 年度に確実に引き継 ぐとともに、必 要に

応じて中学校へも引き継 ぎます 。

・い じめは、単 に謝罪をもって安易に解消と判 断することができないため、い

じめの解 消の判断は、 少なくとも次 の二つの用件 が満たされ ている必 要が

あります 。ただ し、これ らの要件が満たされ ている場合であっても、必 要に

応じ、他の事情も勘案 して判断 します。



(1) いじめに係 る行 為が止んでいること

被害児童に対する心理的又は物理的な影饗を与 える行為 (イン ターネ

ッ トを通 じて行 われ るものを含む。) が止んでいる状態が、相当の期間

継続 していること。相 当の期間とは、少なく とも 3か 月を 目安 とす る。

(2) 被害児童が心身の苦痛を感 じていないこと

いじめに係 る行 為が止んでいるか どうか を判断する時点において、被

害児童 がい じめの行為により心 身の苦痛を感 じていない と認 められ る

こと。被 害児童本人及びその保護者に対 し、 面談等により確 認する。

・上記の、いじめが 「解消している」状態 とは 、あくま で一つの段階に過 ぎな

いため、い じめが 「解消している」状態に至った と判 断 した場合でも、い じ

めが再発す る可能性 が十分にあ り得 ることを踏まえ、 当該 いじめの被 害児

童及び加害児童については、 日常 的に注意深 く観 察 します。

〉いじめの基本的な対応

段 階
いじめられた

几 里  : 保護者旧 立

いじめ た

旧 ゜
ル 里  1 保護者

周囲の児童

(含観衆・傍観者)

,1  いじめの情報(気になる情報)のキャッチ 〕―
関係者

(担任・学年主任

等)を中心に

0③0
(校長、教頭、市教

委・関係機関)

;
・事実関係の i 睡 0泊町 ・事実関係の 圏1五泊堆
丁寧な把握 1 丁寧な把握

.安全確保 1・事実関係の .,,、.ケア ,・事実関係の
・心のケア ,報告 ゜゙ ・指導・支援 ; 報告
.守,通す支援 ※信頼関係の I※信頼関係の

; 構築 1 構築

・事実関係の

確認

・情報提供の

秘密厳守

r゙校内い じめ対策委員会 (臨時)の開催 (アセスメン トの実施) )
(・ ノ

ト一
虻1

・当事者意識を

もつことができる

ようにする。

・「いじめは許さない」

メッセージを

発信し続ける。

支 援 チ ー ム の 編 成 と支 援 計 画 の 作 成

・チーム、計画によ ・支援・指導方針、1

る支援・指導 内容の伝達 4
L

・守りい通す方法 ・保護者からの

の確認 情報提供

・児童生徒理解 ′

]
百゙

1

4
::=i

i

チーム、計画によ[・支援・指導方針、
る支援・指導 内容の伝達

・児童生徒理解 ・協働意識の確立
i

 ・保護者からの
情報提供

指 導 ・ 支 援 の 継 続
・人権意識を高め

る道徳特活の

実施

.「いじめを許さない」

集団づくりに

ついての話し合い

芸乳 ′副茎{
の適応 )f=誌一
経 過 ・ 観 察 ・ 連 絡 の 継 続

参.考 「み よ し市 い じめ 問題 対 応 マニ ュア ル 」
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Z -  /

いしめの情報(気になる情報)のキャッチ ]

l■ムじめが疑われる言動を目撃 11・生活日記等がらの気になる言葉 1 1」]面豐鉦しコ: 蟲陥り易い傾向

ドV“乙、58゚゚゙01゙旧1:呈==、。1-.--.- ----1
1嵩 潔 旨 “"

[ご"601゜゙60情6゚゛゚ 【 一一=コーT二一一一 :雲藁ノこだ015666・
\/ ・片方に共感しすぎてしまう。

l
/ /

一一一一 -2 - - 」 報告
/ -"  ゙ -   -  - --  -- - “一″"゛゛゛-コ

\  ゙ 生 学 、

I最初に認知した教職員1\ [≠口I匡璽」 徒 校 、゙
"5 ゜゙校 /′市 龜゙  ゙11 本人から訴え I 導 じ長

141051"゚゚1 Ⅱ ト'y='l@_q/.1′1 保護者・地域から ドn  圭 組 一,/゙ ・ ≧ 、1任 織 ,7・ ・

―
U

東
N /

学校いじめ対策組織を中心とした組織の対応

,(管理職、生徒指導主事・主任、担任・養護教諭・SC等)

(1)学校いじめ対策組織・ の報告・支援の要請 ′[
・支民の必要性の険討 

(2)学校いじめ対策組織によるアセスメントの実施

・該当児醒生徒に関する情報収集・分析

・問題の所在やli;;.度の明確化

(3)個別の支援計画の作成とチームの編成

・共通理解(目標・担ソー1者・支援内容・期間笠の決定

・連携・陥力作11j]拉)ト〃ト築

(4)チームによる支援の実践

(5)学校いじめ対策組織による支援の評価

(6)学校いじめ対策組織によるいじめ問題解消の判断

[ヨ/

(1)学校いじめ対策組織への報告・支援の要請

・支民の必要性の険討

(2)学校いじめ対策組織によるアセスメントの実施

・該当児醒生徒に関する情報収集・分析

1 ・ 問題の所在やli;;.度の明確化
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げ4り咽 いじめは
どの学校、どの学級、どの子にも起こり得る

・担任や一部の教職員だけで抱え込まない。
・いじめは、組織で対応する。
・各学級で起きていることを見えるようにし、
担任を学校全イ本でフォローする。
・時系列に沿って、経過の記録を残す。 7
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・共通理解(目標・担ソー1者・支援内容・期間笠の決定)

・連携・陥力作11j]拉)ト〃ト築

(4)チームによる支援の実践

(5)学校いじめ対策組織による支援の評価

(6)学校いじめ対策組織によるいじめ問題解消の判断

\匡司
「いつ、どこで、誰が、誰

1こ、何を、どのようにし、

どうなったか」等の事実

を共有する。

Ⅴ

参考 「み よ し市 い じめ 問題 対応 マニ ュア ル 」 より

4 取組の評価と見直し

・学校評価アンケートや学校評議員会、教育懇談会等において、学校の取組に

ついての児童、保護者、地域及び教職員の意見をもとに、学校の取組を常に

点検し、見直します。(PDCAサイクルの実行)

一9-



第 5 重 大 事 態 へ の 対 処

1  「重大事態」 (法第 28条 第1項 ) とは

(1) いじめに より当,該学校に在籍する児童等の生命、心,身又は財産に重大な

被害が生 じた疑いがあると認 めるとき (以下、 「生命心身財産重大事態」 と

いう。)

(2) いじめにより当該 学校に在籍す る児童等が相当の期間 (年間 30日を 目

安とす る) 学校 を欠席することを余儀なくされ ている疑いがあると認 める

とき (以下 「不登校重大事態」 とい う。)

2 重大事態の発生報告

(1) 重大事態が発生 した場合 (い じめにより重 大な被害が生 じた疑いがある

と認 めるとき。以 下同じ。)、直ちに (不登校重大事態においては 7日以 内)

教育委員会 に事態が発生 した旨を報告 します。 ただ し、不登校重大事態に

ついては、 欠席期間が 目安 である30日に到達す る前 から教 育委員会に報

告・相 談 し、児童への聴取等に着手 します。

(2) 被害児童や保護者から、 「いじめにより重 大な事態が生 じた」 とい う申立

てがあった場合 (人間関係が原 因で心身の異常や変化を訴 える申立 て等 の

「いじめ」 とい う言 葉を使 わない場合も含 む。)は、その時点で学校が 「い

じめの結果ではない」あるいは 「重大事態 とは いえない」と考 えた としても、

重大事態が発生 したもの として教育委員会へ報告 ・調査等にあた ります。

3 学校の対応

(1) 本校か ら重 大事態発生を教育委員会へ報告 した場合は、 その事案の調査

を行 う主 体や調査組織について教育委員会か ら指 示を仰 ぎます。

(2) 調査

・本 校が調査 を行 う場 合、本校の 「校内い じめ対策委員会」を母体 として調

査を行い、対 応 します。教育委員会からは、必 要な指導や人的措置も含 め

た適切な支援 を受けます 。

・教 育委員会 が調査を行 う場 合、学校は必要な協力をします。

※この調査 は、事実関係 を明確 にす るた めの調査 (背景事情、人間関係に

おける問題、学校 ・教 職員の対応な ど) であって、民事 ・刑 事上の責任

追及やその他訴訟等への対応を直接の目的 とす るものではな く、学校及

び教育委員会が、事実に向き合 うことで 、当該 事態への対処や同種の事

態の発生防止を図るものです。

(3)情報提供及び報告

・学校又は教 育委員会が.調査を、行った場合、、当該,調査に係 るいじめを受けた

児童及びその保護者に対 し、当該調査に係 る重 大事態の事実関係等その他

の必要,な,情報を適切に提.供します。

・調 査の結果 については、 教育委員会を通 じて、 市長に報告 します。
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4 記録の保存

・児童が記述 したアンケー ト用紙や、 「校内い じめ対策委員会」 の記録 は、

5年間保存 します。

・重 大事態の調査に係 る記録 ば、指導要録の保存期間に合わせて、 当該児

童が在籍 している学校を卒業後、 5年 間保存 します。

* 「重大事態の調査 に係 る記録」

当該 児童に係 るア ンケー ト、個別面談の記録、いじめの通報 ・相談 内容 の記録 、児童

に対する聴 き取 り調 査を行 った際の記録 、 教職員による手 書 きの メモ 等。
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